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研究報告
図工・美術の授業における子どもの学びを示す展覧会の開催
山崎 正明1） 林 亨2） 岩崎 愛彦3） 舘内 徹4）
手塚 昌広5） 佐藤 一明6）
1）北翔大学教育文化学部教育学科 2）北翔大学教育文化学部芸術学科 3）北広島市立大曲小学校
4）札幌市立西岡中学校 5）北海道江別高等学校 6）北海道札幌平岸高等学校
抄 録
図画工作や美術の時間に制作された子どもたちの作品は広く市民の目に触れる機会は比較的
多い。実は，その展覧会で展示されている作品の中に，子どもの思いや学びを軽視したものが
見受けられる。教師が指示をしながら子どもに描かせたものである。
これらの作品から子ども自らが描きたいことを見つけて思いを持って表現しているとは言え
ない。一般の人がこれらの作品だけを見て，子どもの思いや学びを見とることは極めて難し
い。そこで，子ども一人一人の学びや思いを軽視した指導法に警鐘を鳴らす意味と，子どもが
持っている良さや可能性を示す展覧会が必要だと考えた。
そのような背景から「美術の時間展」を開催することにした。本報告はその展覧会の報告で
ある。
キーワード：図画工作，美術教育，美術による学び，美術の時間展
Ⅰ．は じ め に
2017年3月に「学習指導要領」の告示があった。前回
の改定前には，「中央教育審議会教育課程部会」におい
て，中学校美術の時間を選択教科化することについても
論議の対象になったこともあった。しかし，今回の改定
に当たっては，そのような動きは出て来ていない。しか
し，これから10年先はどうであろうか？
これまだの学習指導要領改定の歴史を見ると「図画工
作」「美術」は時間を削減され続けて来ている。それ
は，義務教育の中で，「図画工作」「美術」の教育におけ
る教科としての存在価値を示しきれていないことも背景
として考えらえる。
さて，その象徴的な出来事が図画工作や美術の授業に
行われている「上手な作品を作らせること」を目的とし
た授業1）の存在である。こうした授業については美術教
育の関係者の間では問題点として指摘されて来てはい
る。しかし，こうした傾向は一向に減らない。犠牲者は
子ども達である。
こうした傾向に歯止めをかけるべく，そして子どもの
学びの豊かさを示すための展覧会「幼児，小学生，中学
生，高校生の「造形表現・図工・美術の時間展」2）を企画
した。
Ⅱ．展覧会の概要
⑴ 展覧会名
幼児，小学生，中学生，高校生の
「造形表現・図工・美術の時間展」
⑵ 会期，会場，主催，参加者
会期 2016年8月6日（土）～28日（日）
会場 10：00－18：00
8月12日（金）～16日（火）は休館
会場 北翔大学北方圏学術センター ポルト
住所 札幌市中央区南1条西22丁目1－1
主催 北方圏学術情報センタープロジェクト研究美術
研究グループ 山崎正明（北翔大学教育学科教
授）林亨（北翔大学芸術学科教授）
⑶ 展覧会の趣旨（企画段階）
展覧会の企画書に趣旨を以下の通り説明し，出品協力
を要請した。
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「幼児，小学生，中学生，高校生が造形表現，図工，
美術の時間に感じたり，考えたり，学んだりしているこ
と～そこには子供たちが心豊かに生きていくための大切
なものがたくさん，つまっています。しかし，従来の
「作品展」では，そのことが十分伝わりませんでした。
そこで，この作品展では，子供のつくった作品の他に，そ
れに付随する言葉や映像も展示し，それをヒントに子ど
もの表現の持つ意味を考えられるようにしました。「子ど
もの存在の豊かさ」を確かめる展覧会になるでしょう。」
8月20日（土）午後1時からギャラリートークをしま
す。子供が表現を通して学んでいることを会場に来られ
たみなさんと共に考える時間もつくりました。
展覧会開催を通して学んだことを大学の教員養成課程
はもちろん，それぞれの教育現場でも生かしていくため
の展覧会でもあります。保護者や一般の方々にとっても
子どものよさを発見し，子どもの学びについて多角的に
考えるよい機会になるでしょう。」
⑷ 展覧会の趣旨（一般の方々への説明）
図1
「幼児，小学生，中学生，高校生が造形表現，図工，
美術の時間に感じたり，考えたり，学んだりしているこ
と～そこには子供たちが心豊かに生きていくための大切
なものがたくさんつまっています。しかし，従来の「作
品展」では，そのことが十分伝わりませんでした。そこ
で，この作品展では，子供のつくった作品の他に，それ
に付随する言葉や映像も展示し，子供の表現の持つ意味
や造形活動を通して育まれる力などもを見えるような展
覧会をめざしました。ぜひ，いらしてください。」
⑸ 出品者
・石垣 文子 （東京 アートラボ ニコ）
・北村 幸江（篠路光真幼稚園）
・奥平真由子 （ぺたんこクラブ）
・岩﨑 愛彦 （北広島市立大曲小学校）
・湯浅 大吾 （札幌市立三角山小学校）
・小林 知広 （札幌市立手稲山口小学校）
・中村 珠代（北海道教育大学付属札幌小学校）
・石川 早苗 （札幌市立八軒中学校）
・舘内 徹 （札幌市立西岡中学校）
・寺林 陽子（札幌私立あいの里東中学校）
・庄子 展弘（上富良野町立上富良野中学校）
・更科 結希 （北海道教育大学付属釧路中学校）
・檜森ふさ美 （千歳市立青葉中学校）
・渡邊 麻子 （江別市立江別第一中学校）
・田中真二郎 （秋田県大仙市立西仙北中学校）
・野村 幸伸 （北海道おといねっぷ美術工芸高校）
・手塚 昌広 （北海道江別高等学校）
・佐藤 一明 （札幌平岸高等学校）
・黒木 健 （秋田県立西目高等学校）
・岩佐まゆみ （大分県立芸術緑丘高等学校）
・山崎 正明（北翔大学）
・アルテピアッツア美唄（「こころを彫る授業」）他
Ⅲ．作品展の報告
この作品展を通して得られた成果を5つの視点から報
告する。
1．大人の受信力を高める展覧会
このコーナー（写真1）は中学生の作品。題材名は
「私の大切なもの」（指導～千歳市立青葉中学校 檜森
ふさ美）1作品につき，3枚の色画用紙を使い，それぞ
れ「作品」「主題を生み出すためのワークシート」「部分
スケッチ」を展示している。
来場者と共にといっしょに作品を見てまわる。たくさ
ん展示されている作品の中で，一般的には見栄えがしな
い絵をあえて選んで鑑賞。まずは，作品の鑑賞。次に
「主題決定のためのワークーシート」や「部分スケッ
チ」などを鑑賞していただく。そこで鑑賞者の表情が変
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わっていった。この絵を描いた生徒の思いや，工夫，価
値観に触れたためである。
写真1
写真2
写真3
そのあと，もう一度完成作品を鑑賞する。「鉛筆や筆
の痕跡跡を見ていると描いた生徒さんがよく考えて気持
ちを大切にして描いていることが伝わって来ました。最
初に見たときとまるで印象が変わってきます。」との感
想をいただいた。（写真3）
この展覧会は大人の受信力を高める展覧会でもある。
こうした子供の絵の見方を一度体験すると，他の絵を
見るときも，そういったことを想像する人ようになるこ
とが期待できる。子どもの絵を見るときに，大人の視点
から見た作品の出来栄えではなく，学びを見るようにな
るということである。
こうした作品展の開催を通して大人の受信力を高めて
いけば，子供の見方が変わることが期待できる。子ども
が「反抗したら」反抗の意味を考えるようになる，そん
な可能性もある展覧会である。
作品展の会場からは，今を生きている一人一人の存在
の大切さを実感できるようにと願っている。
それには，大事な前提がある。それは授業が充実して
いることである。
「美術の授業」を「通して～」3）その「通して～」が大
切なのである。この展覧会ではそれぞれの展示がその
「通して～」を様々な工夫をしながら見えるようにして
いる。
2．子ども一人一人の表現について考える展覧会
この「ゆめたまご」（写真4，5）は近年，教科書を通
してひろまった題材で，非常にポピュラーな題材であ
る。
写真4
写真5
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ここでは，学年2クラス全員の作品を展示した。全作
品に，子供の言葉が添えられているす。さらに，子ども
の発想を広げるためのワークシートと授業中の活動の様
子の写真も展示している。作品だけではなく，多数の資
料をいっしょに展示されているので「子供の表現」につ
いて多角的な視点から考えさせるようになっている。こ
のような作品が生まれる思考のプロセスが見える展示に
なっている。
会場に来ていた，幼稚園児の保護者が，この「夢たま
ご」を見て，「小学校にいったら，こんな風になってい
くのですね！」と笑顔で話していた。全員の作品と子ど
もの言葉，写真の楽しそうな表情は，説得力がある。
3．子どもが描いたり，つくったりすることの意味を
考える展覧会
次に示したのは，子どもが描いたり，つくったりした
ものの痕跡と言うべきものである。作品とは違う。さて
これらの展示は，子どもが子どもの頭や心の中で何が起
きているのか，そのプロセスをわかるように展示してい
る。（写真6，8，9，10）保育士の奥平によるものである。
写真6
写真7
写真8
写真9
写真10
写真11
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上の絵は，子どもが保育者の奥平を描いたもの（写真
7）。3枚描いて，やっと「できた！」と言って渡して
くれたとのエピソードも説明している。この展示での奥
平の解説文はから，子供の描いたとき頭や心の中で起き
たことを想像できるように書かれている。その結果，鑑
賞者は，気がつけば，ペンのスピードや強弱，など様々
なところまでくわしく見るようになる。
奥平は小中学校の教員とは日頃交流していない。しか
し，彼女は，この展覧会で展示されている内容を見て，
強く共感し，小学校や中学校の先生と対話も深まってい
た。（写真11）参加した先生は「子供の豊かさ」を見て
欲しいということで一致しているからだろう。
4．作品を生み出した生徒の姿が見えてくるような展
覧会
写真12
写真13
平岸高校のデザインアートコースの生徒作品（写真
13，14）の横の展示パネルには，作者の制作中のコメン
トと写真，さらに担当の佐藤教諭のコメントが添えられ
ている。
こうした展示は，完成された作品を見るだけの展示と
は鑑賞する側の意識がまるで違ってくる。美術教育の価
値のプレゼンでもあるが，こうした真伨に表現に向かう
生徒の姿を一人でも多くの方々に知っていただく絶好の
機会となった。
5．いろいろな地域の方の授業に触れることのできる
展覧会
写真14は北海道の先生が秋田の田中の実践に触れて，
心を動かしている様子である。実際の作品もなく，印刷
物による展示であるにもかかわらず。
田中の充実した授業はもちろんのこと，生徒の学びの
プレゼンが優れているためである。道外からの参加協力
の教員にはデジタルデータでの出品とした。主催者で印
刷したが，このような方法にも可能性を感じた場面でも
ある。
よりよい授業づくりをめざして，地域で仲間と共に高
め合っていくことは，もちろん大切なことであることは
言うまでもない。しかし，他の地域の方の授業から学ぶ
こともまた一方で刺激的なことである。今回は，そうし
たことも大切にした展覧会である。
写真14
写真15
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全国各地で「授業」や「美術による学び」を展示して
いる展覧会が開催されるようになってきている今，これ
らがつながったらと思っている。ただし，無理はしない
で，淡々とできるように。
各地域の中で生まれてきた教育の文化（傾向）がある
としたら，違う地域のものに触れることは大きな意味が
ある。そして何より面白いのである。
写真16
実際に会場では，秋田の黒木（写真16），大分の岩佐
（写真15，17）の実践を前にしながら，有意義な話し合
いができた。
写真17
Ⅳ．お わ り に
この展覧会は幼稚園から高校生までの授業の様子が見
えてくる。子どもが表現を通して感じたことや考えたこ
とが見える展覧会になった。ワークシートやアイディア
スケッチ，発想のためのメモ，授業のふりかえりの言
葉，授業中のスナップ写真も展示など，様々な方法で子
どもの学びが示された。
また，小学生2クラス，中学生3クラスが全員の作品
を展示した。この「全員」という意味は大きい。
さて，この展覧会を，どのように継続し，発展させて
いくかが当面の課題である。
今回の「学習指導要領」の告示では，図工・美術の時
間は削減されてはない。しかし，はじめにのところで述
べたような「上手な作品を作らせること」を目的とした
授業がなくなっていかない状況が平然と進むようであれ
ば，次の指導要領改定で教科の存続の危機がやってくる
のかもしれない。そうならないための一つの方法が今回
報告した「幼児，小学生，中学生，高校生の造形表現・
図工・美術の時間展」である。
（本研究は，ポルト研究の助成を受けて実施された。）
注
1）「上手な作品を作らせること」を目的とした授業と
しての代表例に「酒井式描画指導法」がある。
2）これまでの「図工・美術」の展覧会では，どうして
も作品という結果に目がいってしまいがちであった。
そのような中で美術の時間を通して育まれるものに目
を向けた展覧会が登場した。三澤一実らがよびかけに
よって開催した「図画工作美術なんでも展覧会」「授
業展」が，はじまりであろう。大阪の佐藤賢司が呼び
かけ人の「CGAT」展も継続的に開催されている。さ
らに松山市での木村早苗らによる「スケッチブック
展」や山崎の「街かど美術館」，秋田の黒木，田中，
山形の亀井道敬，大分の岩佐らによる「美術の時間
展」北海道釧路の更科の「ART and WE」など。こ
うした展覧会の流れを踏まえながら企画したのが
「造形表現・図工・美術の時間展」である。今回は教
員養成過程を持つ大学の付属施設を使うことにこだ
わった。こんな展覧会が全都道府県で開催されたら，
大きな流れが生まれるに違いない。
3）「美術を通した教育」では古典的名著Viktor Lowen-
feld (1947) 「Creative and Mental growth」及びHer-
bert Read (1945) 「Education through Art」があげら
れる。
また2008年にはこれらになぞらえて「Learning
through Art」という研究団体が上野行一の提唱によっ
て設立された。
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